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	１
	対応方法の確認　＜天候の悪化が見込まれる場合＞

	□
	警戒対応メンバーは対応会議を開催し、今後の対応を実施するタイミングや方法について確認する。
［今後の対応］
· 気象情報等の収集
· マンションの浸水対策
· 各住戸の対策の呼びかけ
· 居住者への避難の呼びかけ

	２
	資器材の確認

	□
	防水板等、風水害対策の資器材の点検や使用方法を確認する。
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	[bookmark: _Hlk155779219]１
	予防対策の実施　＜天候の悪化が見込まれる場合＞

	□
	共用部分の窓ガラスの補強や飛ばされやすいものを片付ける。

	□
	浸水する可能性のある階に備蓄倉庫がある場合には、浸水しないフロアに備蓄品を移動する。

	□
	マンション内の要配慮者名簿（※１）で、避難支援が必要な居住者（※２）の情報を把握するとともに、避難支援が必要な居住者本人や家族にも、避難支援の必要性・実施方法について事前に確認する。

	
	（事前の備え）
外への避難が難しい場合や逃げ遅れた方が発生した場合に備えて、マンション内の上階に垂直避難できるスペースを確保しておくと良い。
居住者は、自身の避難行動を事前に決めておく必要がある。一人（自力）では避難が難しい方や避難行動に時間がかかる方は、周囲の支援を受けて避難する方法をあらかじめ検討しておくと良い。
管理組合は、一人（自力）では避難が難しい方の避難支援の方法を、当事者やその家族と一緒にあらかじめ検討しておくと良い。

	２
	居住者への注意喚起＜気象庁等から警戒レベル２相当の情報が発表された＞

	□
	すべての居住者に対し、気象庁等から警戒レベル２相当の情報が発表されたこと、および気象情報や区からの避難情報等の収集や、ベランダ等の家回りの安全対策、停電・断水への準備を呼びかける。

	
	館内放送やチラシの配付、声かけ等、マンションに合った方法で実施する。

	□
	浸水可能性のある階の居住者に対し、状況によっては避難の必要があることから、自身の避難のタイミングと避難先を確認するよう呼びかける。

	□
	土砂災害警戒区域等にあるマンションでは、すべての居住者に対し、状況によっては避難の必要があることから、自身の避難のタイミングと避難先を確認することを呼びかける。

	
	土砂災害は圧倒的破壊力があるため、土砂災害警戒区域等にあるマンションのすべての居住者は、
災害発生の危険が高まったら、原則、立退き避難を行う。

	３
	浸水対策の準備

	□
	防水板、土のう等を用意する。









	────────────────────────────────────────────────────────
※1: 資料編の「様式2- 要配慮者名簿」を活用する
※2: 避難支援が必要な居住者とは、一人（自力）では避難が難しい方や、他の人よりも避難行動に時間を要する方のこと
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	１
	浸水対策の実施　＜さらに天候の悪化が見込まれる場合＞

	□
	防水板や土のうの設置等、マンションの浸水対策を実施する。

	２
	居住者への注意喚起＜気象庁等から警戒レベル３相当の情報が発表された＞

	□
	すべての居住者に対し、気象庁等から警戒レベル３相当の情報が発表されたこと、および浸水する可能性のある階に居住する避難行動に時間を要する方（高齢者・障害者等）は、今後区から「高齢者等避難（※1）」が発令されたら速やかに避難できるよう準備することを呼びかける。
また、避難した場合には、避難したことや避難先を管理組合へ連絡するよう呼びかける。

	
	館内放送やチラシの配付、声かけ等、マンションに合った方法で実施する。
対象区域内にいる避難行動に時間を要する方や避難を支援する家族等は、災害が発生する前までに、安全な場所に避難を開始すること。
それ以外の人は、外出を控える等普段の行動を見合わせたり、非常持出品の用意や自主的な避難を開始すること。

	□
	土砂災害警戒区域等にあるマンションでは、すべての居住者のうち避難行動に時間を要する方（高齢者・障害者等）は、今後区から「高齢者等避難」が発令されたら速やかに安全な場所に避難できるよう準備することを呼びかける。

	３
	避難行動の呼びかけ　＜区から「高齢者等避難」が発令された＞

	□
	区から「高齢者等避難」が発令されたこと、および浸水する可能性のある階に居住する避難行動に時間を要する方（高齢者・障害者等）は、避難行動を開始するタイミングであることを伝える。

	
	風水害時の避難先は地震の時と異なるため注意する。避難場所・避難施設の開設状況は、区ホームページで最新の状況を確認する。
避難先は区が開設する避難場所や避難施設だけではない。マンションの安全な上階への垂直避難や、親戚・知人宅、ホテル等への避難も有効。

	□
	土砂災害警戒区域等にあるマンションは、すべての居住者に対し、区から「高齢者等避難」が発令されたこと、高齢者・障害者等の避難に時間を要する方は避難行動を開始するタイミングであることを伝える。

	４
	避難行動の支援

	□
	必要に応じて浸水する可能性のある階に居住する避難行動に時間を要する方（高齢者・障害者等）の避難行動を支援する。





	────────────────────────────────────────────────────────
※1: 高齢者等避難とは、危険な場所から高齢者等の避難行動に時間を要する方は避難することを居住者に求める情報である
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	１
	居住者への注意喚起＜気象庁等から警戒レベル４相当の情報が発表された＞

	□
	すべての居住者に対し、気象庁等から警戒レベル４相当の情報が発表されたこと、および浸水する可能性のある階の居住者は、今後区から「避難指示（※１）」が発令されたら速やかに避難できるよう準備することを呼びかける。

	
	館内放送やチラシの配付、声かけ等、マンションに合った方法で実施する。
その他の階の居住者は、安全な自宅に留まる。
浸水する可能性のある階の居住者等は全員、危険な場所からの避難を開始すること。

	□
	土砂災害警戒区域等にあるマンションは、すべての居住者に対し、今後区から「避難指示」が発令されたら、速やかに安全な場所に避難できるよう準備することを呼びかける。

	２
	避難行動の呼びかけ　＜区から「避難指示」が発令された＞

	□
	区から「避難指示（※１）」が発令されたこと、および浸水する可能性のある階の居住者は全員が避難行動を開始するタイミングであることを伝える。

	
	風水害時の避難先は地震の時と異なるため注意する。避難場所・避難施設の開設状況は、区ホームページで最新の状況を確認する。
避難先は区が開設する避難場所や避難施設だけではない。マンションの安全な上階への垂直避難や、親戚・知人宅、ホテル等への避難も有効。

	□
	土砂災害警戒区域等にあるマンションでは、すべての居住者に対し、区から「避難指示」が発令されたこと、当マンションの居住者全員が避難行動を開始する必要があることを伝える。

	□
	「警戒レベル４（避難指示）までに危険な場所から全員必ず避難！」との意識で活動する。

	□
	警戒対応メンバーも危険な場所から早めに避難する。

	□
	逃げ遅れた場合は、マンション内のなるべく崖等から反対側の垂直避難できるスペースに移動する。














	────────────────────────────────────────────────────────
※1: 避難指示とは、危険な場所から全員避難することを居住者に求める情報である






